
セミれぽ！
～セミナー・イベントから見るデータ利活用最前線～

Future Manufacturing Summit 2019
～ブラックボックス化したデータを可視化し課題解決サイクルを短縮～

2019年9月10日(火曜) 日本橋・ベルサール東京日本橋

“ ビ ッ グ デ ー タ ” や “ IoT ” と い っ た
言 葉 は 、 新 聞 ・ 雑 誌 ・ Web サ イ ト で
見かけない日がないほど一般的になり
ました。客観的な数値をもとに定量的な
分析に基づいた戦略の企画、実行を指向
する企業が増えてきている証拠と言える
でしょう。

しかし、データ利活用には難しい点や
気をつけるべきポイントが多く、新サー
ビスや技術革新のサイクルが激しい分野
でもあります。データ利活用を進めてい
くその前に、日頃からの情報収集が大切
です。

このセミれぽ！(セミナーから見るデー
タ利活用最前線)では、セミナーのレポー
トを通じて、データ利活用の最新情報を
お届けしていきます。

右：Future Manufacturing Summit 2019
会場の様子――
…ベルサール東京日本橋、B2Fイベント
ホールにて。基調講演、特別講演のほか、
パネルディスカッションや協賛4社による講
演が行われました。

右：日立社会情報サービス ソーシャルサー
ビス事業部 ソリューションサービス本部 町
田による講演「ブラックボックス化した
データを可視化し課題解決サイクルを短
縮」の様子 ――

ブラックボックス化したデータを可視化し課題解決サイクルを短縮

当社は、「ブラックボックス化したデータを可視化し
課題解決サイクルを短縮」と題して講演を行いました。

IoTデータ活用をはじめとする製造現場のデジタル化
により、日々蓄積されていくデータは増加の一途をた
どっています。企業は生産性・品質向上に向け、さまざ
まな手段でデータの可視化に取り組んでいますが、時間
も手間もかかりなかなか思うような効果を出せていない
のが現実です。

本講演では、ブラックボックス化した大量のデータか
ら正しく情報を読み取り、課題を解決に導くサイクルを
短縮化する方法を紹介しました。

「IoT」や「AI」などのデジタル技術が新たな価値を
生み出そうとしている中、日本政府は「コネクテッドイ
ンダストリーズ」戦略を打ち出しています。現場のデー
タを基にした品質向上や、多様な工場データの連携・活
用による製造業全般の国際競争力向上を通じて、世界で
産業の変革を主導していくことをめざしています。

このような状況を踏まえ、日経ビジネス・日経BP総研
主催の「Future Manufacturing Summit 2019」が
2019年9月10日に開催されました。

当日は、アナリティクス界のドラッカーと呼ばれる
トーマス・ダベンポート氏から、「イノベーション（AI、
IoT）時代に勝ち残るには」と題し講演が行われました。

Future Manufacturing Summit 2019

さらに「5Gで何が変わるのか」というテーマで、基調講演ではIoT推進コンソーシアム会長の村井純氏に
よる「今後の産業の変革」についての講演があり、200名以上の方々が来場されました。
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(※1)(※2)：ビジネスデータとセンサー
データについて―ー

①ビジネスデータ
・各種業務システムなどのデータ
・業務システムの動作に合わせて発生する
【質】ビジネス的に意味を持った情報
【量】ビジネスの動きに比例して増大

②センサーデータ
・機器やセンサーから得た現場データ
・デバイスから自動的に発生し続ける
【質】現実世界を写し取った数値の羅列
【量】指数関数的に増大 (デバイス×時間)

(※3)：従来の仕組みでは扱いきれない―ー

リレーショナルデータベースと、ExcelやC
SVの掛け合わせによる表現を中心として、
直感的な操作性や、多彩なチャートを備え
たさまざまなビジネスインテリジェンス(B
I)が次々と市場に登場した。

しかし、データ量が爆発的に増えたことで、
目的に合わせたデータの絞り込みや、分析
軸となる情報の付加を行う「データの抽
出・統合」が困難になった。

このため、センサーデータの活用を従来の
可視化手法で行うと時間もコストも増加し、
非効率となってしまう。

データ利活用に関するご相談は、以下のサ
イトで承ります。
https://inquiry.hitachi-sis.co.jp/webapp/
form/21057_xdfb_93/index.do?a=46

データ利活用に関するご相談
こちらから

イベント・セミナーに関する情報は、当社
ホームページからご覧いただけます。
http://www.hitachi-sis.co.jp/events/ind
ex.html

Zoomdataの紹介ページはこちらから。
https://www.hitachi-sis.co.jp/service/bi
gdata/zoomdata/index.html

Zoomdataの紹介ページURL
こちらから

製造現場のセンサーデータは「ブラックボックス化」している

データ利活用のプロジェクトは、基幹システム・
業務システムのトランザクションデータに、マスタ
など分析の軸となるデータを付加するためにデータ
の抽出・統合を行い、データの可視化を行うケース
が一般的でした。

しかし、各種業務システムから得られるビジネス
データ(※1)とは違い、製造現場のデバイスから発生し
続けるセンサーデータ(※2)は爆発的に増加しており、
このようなセンサーデータは従来の仕組みでは扱い
きれない(※3)ものへと変化しています。これを私たち
はデータの「ブラックボックス化」と呼んでいます。

ブラックボックス化したデータから情報を引き出すには、得られる情報の有無や内容について不明な点が
多いため、データのもつ意味に対する高度な理解が必要です。また、容量が大きいため、データの移動やコ
ピーも困難になってきています。

このため、データに精通した有識者が時間と手間をかけて、膨大なデータの中の限られた一部分から、
データのもつ価値を引き出さなければなりません。「前々からデータを収集していたが分析までし切れてい
ない」「そもそも分析するための人員やスキルがない」といった声も聞かれ、足踏みをしている企業も多い
と思います。

ブラックボックス化したデータの可視化ツール「Zoomdata」

Zoomdataは、過去データを含む全件を網羅的に扱い、時系列に特化した対話型のデータ可視化を可能に
するプラットフォームです。重要指標、サマリーデータ、そして過去データを含むローデータ全件まで、同
一ダッシュボード上で可視化できるようにすることで、IoT分野におけるデータ利活用業務を属人化・ブラッ
クボックス化から解放します。

スマートビルディングにおけるIoTセンサーのデータ可視化例

重要指標を一目
で見る

過 去 分 を 含 む
ローデータ全件
を見る

・時系列を軸として、
ロ ー デ ー タ の 一 件
一件まで掘り下げて
表示することが可能

重要指標を一目
で見る

・目標とする温度と、
センサーから得られ
た実際の温度を並べ
て表示

時 系 列 を 軸 に
次々動かしなが
ら見る

・全てのダッシュボー
ドに、標準で時系列
操作に特化したイン
ターフェースを実装

分 析 軸 で サ マ
リーして見る

・

分 析 軸 で サ マ
リーして見る

・地域ごとのタイプ別
システム件数、空調
設備の型名別件数の
サマリーを表示

「脱・ブラックボックス化」で得られるメリット

ブラックボックス化したデータは扱いが非常に難しい反面、ブラッ
クボックス化を解消することができれば、大きな可能性を持っていま
す。

重要なしきい値やKPIを発見する、ビジネス判断のスピードを飛躍
的に向上する――。グローバルでは、このような新しい大量のセン
サーデータを業務に取り入れ、これまで引き出せなかった新しい価値
を生み出す源泉として活用する取り組みが既に始まっています。

課題解決サイクルの短縮

重要なしきい値や
新たなKPIの発見

ビジネスの
判断スピードを
飛躍的に向上

スマートビルディング
…ビルエネルギーマネジメントシステムを
導入し、エネルギー消費量を最適化した省
エネ型ビルディングのこと。
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